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　現在使われているDVD-RAMやCD-RWな

どの光記憶媒体においては、レーザ光による

固体の相変化を利用して情報を記憶させてい

る。しかし、この場合の光の役割は、加熱に

よって融解状態を経て相を変化させることで

あり、エネルギー効率が悪い。光によって直

接、状態相を変化させることができれば、原

理的にはより小さいエネルギーによる相変化

が可能になる。このような現象は光誘起相転

移と呼ばれ、これまでにいくつかの物質にお

いて見出されている。しかし、まだ熱相転移

を凌駕するような十分な特性が実現されてい

るわけではない。我々のグループでは、より

弱い光強度でより素早く光誘起相転移を起こ

すためのモデルを理論的に提案し、計算機シ

ミュレーションによってその実効性を確認し

た。

　提案したのは2種類の構成単位から成るナ

ノ構造材料を使う方法である。各々の構成単

位が図１のような双安定ポテンシャルをもっ

ている場合、単一の構成単位からなる構造

は、Δがほぼ零の場合を除いて、エネルギー

の低い状態から高い状態に変化させるのは困

難である。つまり、α-ユニットのみからなる

構造は、Ａ状態からＢ状態に変化させること

は難しく、β-ユニットの場合は逆にＢからＡ

に変化させにくい。しかし、図２に示すよう

に、両者のユニットをナノスケールで周期的

に配列すれば、単一構造における最も高速な

場合に比べても、非常に高速に相変化が起こ

るというシミュレーション結果が得られた。

相変化を起こすのに必要な光強度も最高1/10

まで下げられることも分かった。

　光誘起相転移では、初期過程に核と呼ばれ

る励起状態のブロックが現れ、それがある程

度の大きさになると物質全体の相変化へと進

行する。我々の提案した構造では、励起状態

の寿命が長い部位が存在する。例えば、Aか

らBへの変化の時はβユニットにおける励起

状態の寿命が長い。この長寿命化が核の成長

を助け、高速な光誘起相転移が実現する。こ

の結果は単独では相転移を起こしにくい物質

でも、他の物質とうまく組み合わせることで、

効率よく相転移する材料を作り出せることを

示しており、ナノテクノロジーによる人工合

成物質の有望性の一例を示すものである。
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図2　周期構造化による光誘起相転移の加速

図1　2種類の構成単位のポテンシャルエネルギー
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